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討した。7 週齢 SD 系雄性ラットに基準食 AIN-93G を投与して１週間予備飼育を行った後、
①コントロール食（AIN-93G）、②12.5％乳酸発酵豆乳食（飼料中の大豆タンパク質濃度







して 5 週間飼育した。豆乳群および乳酸発酵豆乳群において肝臓の TG 量、コレステロール
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響を調べた。イソフラボンアグリコン化能力の高い植物性食品起源の乳酸菌 Lactobacillus 
delbrueckii subsp.delbrueckii TUA4408L 株と、同じ乳酸菌種でイソフラボンアグリコン化能力
の低い Lactobacillus delbrueckii subsp.delbrueckii TUA4404L 株を使用してそれぞれ乳酸発酵
豆乳を作成した。7 週齢 SD 系雄性ラットに予備飼育後、①1％コレステロール食、②豆乳
（飼料中の大豆タンパク質濃度 10％）を含む 1％コレステロール食、③イソフラボンのア
グリコン割合の低い 4404 菌乳酸発酵豆乳（飼料中の大豆タンパク質濃度 10％）を含む 1％
コレステロール食、④イソフラボンのアグリコン割合の高い 4408 菌乳酸発酵豆乳（飼料中
の大豆タンパク質濃度 10％）を含む 1％コレステロール食を投与して 5 週間飼育した。高
コレステロール食群と比較して豆乳を含む高コレステロール食群、4404 菌乳酸菌乳酸発酵
豆乳を含む高コレステロール食群はいずれも同様の肝臓脂質蓄積抑制効果を示した。また






響を比較検討した。7 週齢 SD 系雄性ラットに予備飼育後、①脂質負荷食（15％TG、0.125％
コレステロール）、②イソフラボンのアグリコン割合の低い 4404 菌乳酸発酵豆乳（飼料中
の大豆タンパク質濃度 10％）を含む脂質負荷食、③イソフラボンのアグリコン割合の高い
4408 菌乳酸発酵豆乳（飼料中の大豆タンパク質濃度 10％）を含む脂質負荷食で 5 週間飼育
した。脂質負荷食群と比較して 4404 菌乳酸発酵豆乳を含む脂質負荷食群、4408 菌乳酸発
酵豆乳食を含む脂質負荷食群のどちらも血中脂質濃度上昇抑制作用と肝臓脂質蓄積抑制作
用を示した。また、その作用は 4404 菌乳酸発酵豆乳を含む脂質負荷食群よりも 4408 菌乳
酸発酵豆乳を含む脂質負荷食群の方が強く現れた。肝臓のイソフラボンアグリコン濃度は

















































らに肝臓 Cyp7a1 遺伝子発現の促進、コレステロール合成系 SREBP2 遺伝子発現の抑制によ


















 また、10 月 23 日に行われた公聴会においては、多くの質疑に適切に答弁し、本申請者
の研究者としての能力は博士学位取得レベルに達したものであると判断された。以上の結
果から、当該博士学士申請者に対する博士の学位授与は十分にふさわしいものと認める。 
 
